






英文の題名：Problems extracted from Community Pharmacist Workshop for Home 
Visiting Services 
 








































を基に作成した．その項目は，「A バイタルサインの測定」，「B 服薬状況の確認*」，「C 薬
の保管状況の確認*」，「D 残薬の状況の確認*」，「E 他の薬の服用を確認*」，「F 薬効の確
認*」，「G 副作用発現の有無*」，「H 生活状況の把握」，「I 排泄の確認」，「J 食事に関す










































目合計数と薬剤師経験年数および在宅患者経験人数との相関を Spearman の順位相関係数 
(ρ) を求め有意差を検定した．なお，p < 0.05 を有意差の判定とした．統計処理ソフトに







経験年数は，10 年以下が 1 名，11 年以上 20 年以下が 8 名，21 年以上 30 年以下が 6 名，
平均 19.7 年間であった．11 名が在宅業務を経験し，在宅患者経験人数は，5 人以下が 7




最高得点の受講者でも 54.5%（11 項目中 6 項目 5 名）であり，平均は 42.4%（11 項目中
4.6 項目）であった． 
在宅業務必須項目別の実施率をFig.2 に示す．「L その他」の項目以外で最も多くの受講
者の実施した項目は「A バイタルサインの測定」の 100%で，次に実施率の高い項目は「B 
服薬状況の確認」の 60.0%であった．最も低かったのは「H 生活状況の把握」の 0%で，






人数とのSpearmanの順位相関係数ρおよびP値は，それぞれ，ρ = 0.032およびP = 0.91，
ρ = 0.13 およびP = 0.63 であった． 





































































3) 厚生労働省：「調剤報酬点数表に関する事項」3）における区分 10 薬剤服用管理指導料






















アスピリン腸溶錠 100㎎ 1錠 1日1回 朝食後
ランソプラゾール口腔内崩壊錠30㎎ 1錠 1日1回 寝る前
ロキソプロフェンナトリウム錠60㎎ 3錠 1日3回 朝・昼・夕食後
センノシド錠12㎎ 2錠 1日1回 寝る前
バルサルタン錠40㎎ 1錠 1日1回 朝食後





















0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
K 夜間の睡眠の確認
J 食事に関する確認
I 排泄の確認
H 生活状況の把握
G 副作用発現の有無
F 薬効の確認
E 他の薬の服用を確認
D 残薬の状況の確認
C 薬の保管状況の確認
B 服薬状況の確認
A バイタルサインの測定
実施率
在宅業務必須項目
